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現任校で研究している，ソーシャルスキルトレーニングを取り入れたグルー

プ活動を数学の授業にも活用したいと考え「正答がいく通りにも可能になるよ

うに条件づけた，オープンエンドな問題」を取り入れた数学教材の開発を行っ

た。グループ活動を通して，問題に対する見方や考え方の違いについて，意見

を交換したり，議論したりすることで，問題を解決するための「数学的アイデ

ア」を出し合うことができると考えた。 

島田(1995)の問題を参考に，フィギュアスケートに関して 2 つの側面からア

プローチした問題を考えた。1つ目は，2人の選手の技の出来栄（GOE）を比較

し，どちらの選手の技の出来栄がよいかを考えさせる。2つ目はコンパルソリ

ーについて，エッジで描いた図形の正確さを競ったことから，お題に沿った幾

何学模様と，その描き方を説明させる。実際に授業を行い，オープンエンドな

問題を取り入れることで，グループの活動の意見交換が活発になることが確認

できた。 


